<Research Note>宜蘭クレオールの音韻覚書 by 真田 信治 & Shinji Sanada
1．基礎語彙
まず、基礎語彙1について、現地（東岳村）生え
抜きの1964年生まれの男性を対象とした結果を示
す。ちなみに、この男性は日本語がまったく話せ
ない。宜蘭クレオールを第一言語として育ち、宜
蘭クレオールと中国語とのバイリンガルの言語生
活を送っている。
日本語起源の語：約65％
アタヤル語起源の語2：約25％
中国語・閩南語起源の語：約10％
ここからも、宜蘭クレオールにとって、日本語
が語彙供給言語であることが確認される。
2．音韻
宜蘭クレオールでは、次のような音素が認めら
れる。
母音音素 ／ i, e, a, u, o ／
半母音音素 ／ w, y ／
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1 基礎語彙とは、日常生活の大部分をまかなうことのできる語彙と考える。 調査では、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所（峰
岸真琴）の作成になる『言語調査票2000年版』を用いた。
2 1930年代における南澳地域の人口比率は、アタヤル人85.7％、セデック人14.3％である。宜蘭クレオールにセデック語の影響が少ないの
は、このようにセデック人がマイノリティであったことが関与していると考えられる。
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子音音素 ／  p, t, k, ’, c, b, s, z, x, g, h, m, n, ng, 
d, r, l ／
2．1　母音音素と単音
日本語と同様に、／ i, e, a, o, u ／の5個である。
ちなみに、これはアタヤル語系の母音体系とも同
様である。なお、／ u ／の単音は唇の丸めを伴
う［u］で、日本標準語とは異なる。
具体的な所属語彙について見よう。
／ i ／ ：isi＜石＞、ina＜嫁＞
／ e ／ ：eki＜駅＞、en-gen＜隠元豆＞
／ a ／ ：ako＜あそこ＞、ali＜筍＞
／ u ／ ：umi＜海＞、uwo＜酒＞
／ o ／ ：otoko＜男＞、omitohu＜僧＞
2．2　半母音音素と単音
／ w, y ／の2個である。いずれも子音と母音の
間にも現れる。／ y ／の単音は［j］である。
具体的な所属語彙について見よう。
／ w ／ ：wasi＜私＞、bawi＜上＞、sirwey＜白い＞
／ y ／ ：yaba＜とても＞、biyox＜尻＞、myaw＜猫＞
2．3　子音音素と単音
／ p, t, k, ’, c, b, s, z, x, g, h, m, n, ng, d, r, l ／
の17個が観察される。このうち／’,c, b, g, ng ／
に対応する単音は、それぞれ［ʔ, ts, ß, ɣ, ŋ］であ
る。
ここには、隣接地域のアタヤル語C’uli’方言と
同様、音素の／ q ／（口蓋垂破裂音の［q］）
が認められない。また、日本語に存在する特殊
な音素／ R ／（長音）や／ Q ／（促音）も認められ
ない。
具体的な所属語彙について見よう。
／ p ／ ：puni＜火＞、ipay＜たくさん＞
／ t ／ ：tanux＜外＞、yapit＜むささび＞
／ k ／ ：king＜指輪＞、biyak＜豚＞
／’／ ：’ba＜手＞、la’i＜子ども＞
／ c ／ ：cla＜汚れ＞、becu＜別＞
／ b ／ ：bang＜夜＞、abura＜サラダ油＞
／ s ／ ：sayra＜サイダー＞、kumus＜毛＞
／ z ／ ：zaysan＜財産＞、kozyo＜工場＞
／ x ／ ：tunox＜頭＞、tanux＜外＞
／ g ／ ：gomu＜ゴム＞、kagami＜鏡＞
／ h ／ ：hoki＜箒＞、tmah＜腐る＞
／ m ／ ：mongpey＜女性用のズボン＞、
  namay＜名前＞
／ n ／ ：ninggen＜人＞、minna＜全部＞
／ ng ／ ：ngasan＜家＞、mikang＜みかん＞
／ d  ／ ：dento＜懐中電灯＞、doko＜どこ＞
／ d ／は本来のアタヤル語には存在しない音素
である。なお、／ d ／（歯茎破裂音の［d］）の所属
3 台湾行政院原住民族委員会及び教育部が2005年12月15日に公布した「原住民族言語表記法」に基づく。
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母音（5個）
i e a u o
[i] [e] [a] [u] [o]
※上の行は書写文字3、下の行はIPA（国際音声字母）を
表す、以下同様。
半母音（2個）
w y
[w] [j]
子音（17個）
p t k ’ c b
[p] [t] [k] [ʔ] [ts] [ß]
s z x g h m
[s] [z] [x] [ɣ] [h] [m]
n ng d r l
[n] [ŋ] [d] [r] [l]
語彙は、上記のほか、mada ＜まだ＞、dare ＜
だれ＞、denwa＜電話＞など、すべて日本語起源
のものである。したがって、この音素は日本語の
影響で生じたものと考えられる。
ただし、特に青年層においては、
mada ＞ mara
dare ＞ rare、lale
denwa ＞ lenwa
のように、所属語彙を／ r ／乃至／ l ／に分属
させて、／ d ／を拡散させようとする動きも認め
られる。
／ r ／ ：rutox＜お化け＞、urow＜土＞
／ l ／ ：lukus＜衣服＞、pila＜お金＞
3．音の代用
ここでは、日本語の音が宜蘭クレオールの音
的フィルターによって置き換えられる音の代用
（sound substitution）について見よう。
（1） 文節の中に母音を連続させない。
1－1　半母音による代用、または挿入によっ
て対処する。
yasay＜野菜＞、aysuru＜愛する＞、yow＜用＞
koye＜声＞、kawo＜顔＞、awu＜会う＞
1－2　長音を短呼化する（母音を脱落させ
る）。
sitake＜椎茸＞、sensye＜先生＞、basyo＜
バナナ＞、syu＜週＞
（2） 促音を脱落させる（子音を脱落させる）。
kekong＜結婚＞、kopu＜コップ＞、basay＜
伐採＞、bateli＜バッテリー＞
4．アクセント
アクセントは非弁別的で、語末の音節、乃至語
末から2番目の音節に置かれる。ただし、両者で
音韻的な対立は存在しない。
ところで、アタヤル語では、語末の音節にアク
セントが置かれる、いわゆる一型アクセントが一
般である。また、セデック語では、語末から2番
目の音節にアクセントが置かれる、いわゆる一型
アクセントが一般である。ただし、宜蘭クレオー
ルでは、個人的に、かつ個人の中においても、ア
クセントの置かれる位置が、語によって、語末と
語末から2番目の音節とで揺れる傾向が指摘され
る。
ここに、アクセントの音価に関して、アタヤル
語とセデック語の混淆を認めうるのである。すな
わち、語末から2番目の音節にアクセントが置か
れる点はセデック語の微かな残影なのではないか
と考えるのである。この点についての検証は今後
の課題としたい。
参考文献
Chien, Yuehchen and Sanada, Shinji （2010）Yilan Creole 
in Taiwan. Journal of Pidgin and Creole Languages, 
25(2)，350-357.
真田信治・簡月真（2012）「宜蘭クレオール（Japanese-lexicon 
Creole in Taiwan）」『国立国語研究所プロジェクトレビュー
（NINJAL Project Review）』Vol.3 No.1，38-48.
105
S. Sanada,    Notes on Yilan Creole Phonology
